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1. 調査の目的                               

令和7年度からスタートする「第３期和木町子ども・子育て支援事業計画」（仮称）の策定にあたり、同

計画で確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を推計するため、また、本町の子育て支援

施策の充実を図るため、町民の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」

等の把握を目的として行います。 

2. 調査対象                                 

①就学前児童 和木町に在住している就学前児童の保護者 230 名 

②小学生児童 和木町に在住している小学生児童の保護者 292 名 

3. 調査方法等                                

（１）調査方法 

①就学前児童 

 （ア）認定こども園に通う児童・・・認定こども園を通じて配布・回収 

 （イ）認定こども園を利用していない児童・・・郵送配布・郵送回収 

②小学生児童 

  （ア）町内の学校へ通学している児童・・・小学校を通じて配布・回収 

  （イ）町外の学校へ通学している児童・・・郵送配布・郵送回収 

（２）調査期間 

   令和５年１２月～令和６年１月末 

4. 回収状況                                 

調査対象区分 配布数 有効回答数 回収率 

就学前児童の保護者 230 件 186 件 80.9% 

小学生児童の保護者 292 件 259 件 88.7% 

5. 報告書の見方                               

（1）本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（%）で示しています。これらの数値は小数点以下第

２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場合があります。 

  （2）回答の比率は、回答者ベースで算出しているため、複数の回答を求めた設問では、計の値は回答者数

となっており、割合の合計は 100.0％にならない場合があります。 

  （3）複数の回答を求めた質問の無回答は、いずれの回答肢にも〇をしなかった人を示します。 

（4）調査結果における「ｎ」「SA」「MA」「FA」はそれぞれ以下の通りとなります。 

     ｎ：サンプル数 SA：単一回答 MA：複数回答 FA：数字による回答 
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■お住まいの地区について                                 

 （1）問 1 お住まいの地区はどちらですか。（ｎ＝259 SA） 

   「和木」が 73.4％で最も多く、次いで「瀬田」が 20.5％、「関ヶ浜」が 5.0％と続いています。 

 

■お子さんとご家族の状況について                             

 （1）問 2 お子さんの学年・生年月をご記入ください。（ｎ＝259 FA） 

   「6 年生」が 23.6％で最も多く、次いで「5 年生」が 22.0％、「4 年生」が 16.6％と続いています。 

 

  （2）問 3① お子さんは何人いらっしゃいますか。お子さんを含めた人数をご記入ください。 

（ｎ＝259 FA） 

   「3 人以上」が 42.9％で最も多く、次いで「2 人」が 39.4％、「1 人」が 16.2％と続いています。 

 

73.4%

20.5%

5.0% 1.2%

和木

瀬田

関ヶ浜

無回答

★

9.3%

14.3%

12.0%

16.6%

22.0%

23.6%

2.3%

1年生 2年生

3年生 4年生

5年生 6年生

無回答 ★

16.2%

39.4%

42.9%

1.5%

1人

2人

3人以上

無回答

★
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◇2 人以上のお子さんがいる方のみ 

 （3）問 3② 末子の生年月をご記入ください。（ｎ＝213 FA） 

   「6～8 歳」が 32.4％で最も多く、次いで「9～11 歳」が 22.5％、「3～5 歳」が 22.1％と続いていま

す。 

 

（4）問4 同居されているご家族は何人いらっしゃいますか。 （ｎ＝259 FA） 

  「4 人」が 37.1％で最も多く、次いで「5 人」が 30.5％、「3 人」が 12.7％と続いています。 

 

（5）問 5 理想の子どもの人数は何人ですか。（ｎ＝259 FA） 

  ①理想の人数（ｎ＝53 FA） 

   「3 人」が 52.8％で最も多く、次いで「2 人」が 28.3％、「5 人」が 7.5％と続いています。 

 

  

9.9%

22.1%

32.4%

22.5%

13.1%

0～2歳

3～5歳

6～8歳

9～11歳

無回答/無効回答

★

0.4%

3.9%

12.7%

37.1%
30.5%

10.8%

1.9% 0.8%

1.9%
1人 2人

3人 4人

5人 6人

7人 8人

9人 10人

無回答 ★

5.7%

28.3%

52.8%

5.7%

7.5%

1人 2人

3人 4人

5人 6人

7人 8人

9人 10人

★
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  ②既に理想通りの人数（ｎ＝187 FA） 

   「3 人」が 29.0％で最も多く、次いで「2 人」が 27.0％、「1 人」が 8.1％と続いています。 

 

  ③理想の子どもの数について 

「すでに理想通り」が 72.2％で最も多く、次いで「理想がある」が 20.5％、「無回答」が 7.3％と続い

ています。 

 

◇問 5 で「理想がある」と答え方のみ 

（6）問 6 理想とする子どもの数をもたない（もてない）理由を教えてください。（ｎ＝53 MA） 

   「一般的に子どもを育てるため、お金がかかるから」が 56.6％で最も多く、次いで「子どもの教育にお

金がかかるから」が 47.2％、「不妊や健康上の理由から」「その他」が 22.6％と続いています。 

   

8.1%

27.0%29.0%

6.9%

1.2%

1人 2人

3人 4人

5人 6人

7人 8人

9人 10人

★

20.5%

72.2%

7.3%

理想がある

すでに理想通り

無回答

★

56.6%

47.2%

22.6%

20.8%

20.8%

22.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

一般的に子どもを育てるため、お金がかかるから

子どもの教育にお金がかかるから

不妊や健康上の理由から

高齢での出産がいやだから・できないから

育児の精神的・肉体的負担に

耐えられるか不安だから

その他

無回答
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 〈その他の回答〉 

  

 

（7）問 7 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

（ｎ＝259 SA） 

  「母親」が 91.1％で最も多く、次いで「父親」が 7.3％、「無回答」が 1.2％と続いています。 

 

（8）問 8 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（ｎ＝259 SA） 

  「配偶者（パートナー）がいる」が 89.6％で最も多く、次いで「配偶者（パートナー）はいない」が 9.3％、

「無回答」が 1.2％と続いています。 

 

  

内容 類似回答数

仕事が休めない・昇給に影響するため 3

体調面で不安があるため 2

子ども以外の事でお金がかかるため 1

下の子がまだ小さいため 1

パートナーと意見が異なるため 1

91.1%

7.3%

0.4% 1.2%

母親

父親

その他（祖母）

無回答

★

89.6%

9.3%
1.2%

配偶者(パートナー)がいる

配偶者(パートナー)はいない

無回答

★
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（9）問 9 お子さんの身の回りの世話（教育含む）などを主にしている方はどなたですか。（ｎ＝259 SA） 

  「父母ともに」が 55.2％で最も多く、次いで「主に母親」が 42.1％、「無回答」が 1.9％と続いていま

す。 

 

（10）問 10 お子さんの身の回りの世話（教育含む）などに、特に影響すると思われる環境はどれですか。 

（ｎ＝259 MA） 

   「家庭」が 94.2％で最も多く、次いで「学校」が 80.7％、「地域」が 33.6％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

 

  

55.2%

42.1%

0.8% 1.9%

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

★

94.2%

80.7%

33.6%

24.3%

13.9%

3.5%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

学校

地域

認定こども園

幼稚園 ・保育園

その他

無回答

内容 類似回答数

友達 2

わきっこクラブ 2

習い事 2

スマートフォン 1

デイサービス 1

学童 1
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■お子さんの育ちをめぐる環境について                           

（1）問 11 子育てを楽しいと感じることは多いですか。（ｎ＝259 SA） 

  「楽しいと感じることが多い」が 58.3％で最も多く、次いで「楽しいことと辛いことと感じることが同

じくらい」が 34.7％、「わからない」が 2.3％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

   

（2）問 12 子育てをしていて、悩みや不安などはありますか。（ｎ＝259 SA） 

  「少しある」が 60.2％で最も多く、次いで「ほとんどない」が 27.0％、「とてもある」が 12.0％と続い

ています。 

 

  

58.3%

34.7%

1.9%

2.3%
1.5%

1.2%

楽しいと感じることが多い

楽しいことと辛いことと感じること

が同じくらい

辛いと感じることの方が多い

わからない

その他

無回答

内容 類似回答数

普通 2

なんとも言えない 1

判断できない 1

12.0%

60.2%

27.0%

0.8%

とてもある

少しある

ほとんどない

無回答

★
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◇問 12 で「とてもある・少しある」と答えた方のみ 

（3）問 13 子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になっていることは何ですか。 

①子どもに関すること（ｎ＝187 MA） 

  「子どものしつけに関すること」が 50.3％で最も多く、次いで「子どもの教育・保育に関すること」が

47.1％、「子どもの友だちづきあいに関すること」が 43.3％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

  

50.3%

47.1%

43.3%

35.8%

19.8%

18.2%

4.8%

3.2%

2.1%

3.2%

2.7%

0% 20% 40% 60%

子どものしつけに関すること

子どもの教育・保育に関すること

子どもの友だちづきあいに関すること

病気や発育発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもと過ごす時間が

十分取れないこと

子育て支援サービスのこと

子どもの不登校など

特にない

その他

無回答

内容 類似回答数

性格について 2

勉強について 1

筋力について 1
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②ご自身に関すること（ｎ＝187 MA） 

   「子どもの教育にかかる経済的な不安が大きくなっていること」が 34.8％で最も多く、次いで「仕事や

自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れていないこと」が 25.7％、「子育てのストレスなどから子

どもにきつくあたってしまうこと」が 22.5％と続いています。 

 
 〈その他の回答〉 

  

  

  

34.8%

25.7%

22.5%

21.9%

16.0%

12.3%

10.2%

9.1%

6.4%

4.8%

3.7%

4.3%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40%

子どもの教育にかかる経済的な不安

が大きくなっていること

仕事や自分のやりたいことなど自分

の時間が十分取れていないこと

子育てのストレスなどから子どもに

きつくあたってしまうこと

特にない

子育てによる身体または精神的な疲

れが大きいこと

子育てに関して配偶者(パートナー)の

協力が少ないこと

配偶者(パートナー)以外に子育てを手

伝ってくれる人がいないこと

配偶者(パートナー)と子育てに関して

意見が合わないこと

ご自身の子育てについて、身近な人

の見る目が気になること

子育てが大変なことを、身近な人が

理解してくれないこと

子育てに関して話し相手や相談相手

がいないこと

その他

無回答

内容 類似回答数

金銭的に苦しい、周りに助けを求められる人もいない 1

時間の確保ができない 1

障がいがあるため子どもの行事に参加する事が困難なこと 1

母子家庭で経済的、メンタル的に余裕がない 1

子どもが学校にいけないこと 1
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（4）問 14 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（ｎ＝259 MA） 

  「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 66.0％で最も多く、次いで「日常的

に祖父母等の親族に預かってもらっている」が 15.8％、「いずれもない」が 15.1％と続いています。 

 

◇問 14 で「日常的に祖父母等の親族に預かってもらっている」・「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の 

親族にみてもらえる」と答えた方のみ 

（5）問 14-1 祖父母等の親族に預かってもらっている状況についてうかがいます。（ｎ＝202 MA） 

  「祖父母等の親族が孫を預かることについては、特に問題はない」が 74.8％で最も多く、次いで「自分

たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 17.3％、「祖父母等の親族の身体的負担が大

きく心配である」が 15.8％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

66.0%

15.8%

15.1%

13.1%

1.9%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80%

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族に

預かってもらっている

いずれもない

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

無回答

74.8%

17.3%

15.8%

8.4%

1.5%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族が孫を預かることに

ついては、特に問題はない

自分たち親の立場として、負担を

かけていることが心苦しい

祖父母等の親族の身体的負担が

大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

その他

無回答

内容 類似回答数

祖父母が高齢のため身体的・精神的に不安 2

祖父母に預ける事が不安 1
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◇問 14 で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」・「緊急時もしくは用事の際には子どもをみて

もらえる友人・知人がいる」と答えた方のみ 

 （6）問 14-2 友人や知人に預かってもらっている状況についてうかがいます。（ｎ＝37 MA） 

   「友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない」が 64.9％で最も多く、次いで「自分

たち親の立場として、負担をかけていることが心苫しい」が 16.2％、「友人・知人の身体的負担が大きく

心配である」「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」「無回答」が 5.4％と続いて

います。 

 

 〈その他の回答〉 

   

 

 （7）問 15 お子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はありま

すか。（ｎ＝259 SA） 

   「いる/ある」が 91.9％で最も多く、次いで「いない/ない」が 6.6％、「無回答」が 1.5％と続いていま

す。 

 

  

  

64.9%

16.2%

5.4%

5.4%

2.7%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80%

友人・知人に預かってもらうことに

ついては、特に問題はない

自分たち親の立場として、負担を

かけていることが心苫しい

友人・知人の身体的負担が

大きく心配である

友人・知人の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

その他

無回答

内容 類似回答数

頼む事はできても申し訳なさがある 1

91.9%

6.6% 1.5%

いる/ある

いない/ない

無回答

★
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◇問 15 で「いる/ある」と答えた方のみ 

 （8）問 15-1 お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（ｎ＝238 MA） 

   「祖父母等の親族」が 89.5％で最も多く、次いで「友人や知人」が 74.8％、「近所の人」が 13.4％と続

いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

   

  

89.5%

74.8%

13.4%

6.7%

4.2%

3.4%

2.9%

1.7%

1.3%

0.8%

0.4%

0.4%

2.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

かかりつけの医師

保育所(園)･幼稚園･認定こども園等

保健相談センター

インターネット･SNS

子育て支援施設(子育て支援センター等)･NPO

障がい児相談窓口

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

自治体の子育て関連担当窓口

その他

無回答

内容 類似回答数

学校の先生 3

塾の先生 2

自分の兄・姉 1

家庭教育支援チーム「はっちーず」 1
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 （9）問 16 相談機関で知っているものや、利用したことがあるもの、今後利用したいと思うものをお答え

ください。 

  ①知っているもの（ｎ＝259 MA） 

・保健相談センター 

「知っている」が 87.3％で最も多く、次いで「無回答」が 8.1％、「知らない」が 4.6％と続いています。 

・子育て支援センター（和木こども園） 

「知っている」が 83.0％で最も多く、次いで「知らない」「無回答」が 8.5％と続いています。 

・児童相談所 

「知っている」が 66.0％で最も多く、次いで「知らない」が 25.5％、「無回答」が 8.5％と続いています。 

・児童家庭支援センター 

「知らない」が 59.8％で最も多く、次いで「知らない」が 31.7％、「無回答」が 8.5％と続いています。 

 

  

87.3%

83.0%

66.0%

31.7%

4.6%

8.5%

25.5%

59.8%

8.1%

8.5%

8.5%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健相談センター

子育て支援センター (和木こども園)

児童相談所

児童家庭支援センター

知っている 知らない 無回答 ★
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  ②利用したことがあるもの（ｎ＝259 MA） 

・保健相談センター 

「利用したことがある」が 60.2％で最も多く、次いで「利用したことはない」が 29.7％、「無回答」が

10.0％と続いています。 

・子育て支援センター（和木こども園） 

「利用したことはない」が 44.8％で最も多く、次いで「利用したことがある」が 42.1％、「無回答」が

13.1％と続いています。 

・児童相談所 

「利用したことはない」が 78.0％で最も多く、次いで「無回答」が 15.1％、「利用したことがある」が

6.9％と続いています。 

・児童家庭支援センター 

「利用したことはない」が 81.1％で最も多く、次いで「無回答」が 16.2％、「利用したことがある」が

2.7％と続いています。 

 

  

60.2%

42.1%

6.9%

2.7%

29.7%

44.8%

78.0%

81.1%

10.0%

13.1%

15.1%

16.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健相談センター

子育て支援センター (和木こども園)

児童相談所

児童家庭支援センター

利用したことがある 利用したことはない 無回答 ★
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  ③今後利用したいと思うもの（ｎ＝259 MA） 

・保健相談センター 

「今後利用したい」が 41.7％で最も多く、次いで「今後利用しない」が 37.1％、「無回答」が 21.2％

と続いています。 

・子育て支援センター（和木こども園） 

「今後利用しない」が 55.6％で最も多く、次いで「無回答」が 23.9％、「今後利用したい」が 20.5％

と続いています。 

・児童相談所 

「今後利用しない」が 65.6％で最も多く、次いで「無回答」が 23.9％、「今後利用したい」が 10.4％

と続いています。 

・児童家庭支援センター 

「今後利用しない」が 68.0％で最も多く、次いで「無回答」が 25.9％、「今後利用したい」が 6.2％と

続いています。 

 

  

41.7%

20.5%

10.4%

6.2%

37.1%

55.6%

65.6%

68.0%

21.2%

23.9%

23.9%

25.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健相談センター

子育て支援センター (和木こども園)

児童相談所

児童家庭支援センター

今後利用したい 今後利用したくない 無回答 ★
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 ◇問 16 で「利用したことがある」と答えた方のみ 

 （10）問 16-1 相談機関に対して、不満をもったことがありますか。（ｎ＝172 SA） 

   「ない」が 86.0％で最も多く、次いで「ある」が 8.1％、「無回答」が 5.8％と続いています。 

 

 ◇問 16-1 で「ある」と答えた方のみ 

（11）問 16-2 不満の理由を教えてください。（ｎ＝14 SA） 

   「職員の対応」「無回答」が 28.6％で最も多く、次いで「雰囲気」が 21.4％、「その他」が 14.3％と続

いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

     

8.1%

86.0%

5.8%

ある

ない

無回答

★

28.6%

21.4%

7.1%

14.3%

28.6%

職員の対応(態度・話しかけにくい等) 

雰囲気(全体の雰囲気になじめないな

ど) 

他の利用者(人が多すぎる、マナーが

悪いなど)

施設(室内が散らかっている、汚れて

いる、暗いなど)

距離・アクセス(自宅から遠い、出か

けるのに不便、駐車場がないなど)

その他

無回答

内容 類似回答数

利用できる時間が短い 1

地域の住民が働いているので個人的な相談がしにくい 1
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■保護者の就労状況について                               

 （1）問 17（1） お母さんの現在の就労状況（自営業・家族従事者を含む）をうかがいます。（ｎ＝259 SA） 

   「パート・アルバイト等(フルタイム以外の就労、以下同様)で就労」が 45.6％で最も多く、次いで「フル

タイム(1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労、以下同様)で就労」が 33.6％、「(お子さんが生まれる前

を含め)以前は就労していたが、現在は就労していない」が 16.2％と続いています。 

 

◇問 17（1）で「就労している）」と答えた方のみ 

  （2）問 17（1）-1 お母さんの 1 週当たりの「就労日数」、1 日当たりの「就労時間（残業時間含む）」、    

「家を出る時間」と「帰宅時間」をお答えください。（ｎ＝208 FA） 

  ①1 週当たりの「就労日数」 

   「5 日」が 56.3％で最も多く、次いで「3 日」が 17.3％、「4 日」が 15.9％と続いています。 

 

  ②1 日当たりの「就労時間（残業時間含む）」 

   「8 時間」が 32.7％で最も多く、次いで「6 時間」が 15.9％、「7 時間」が 14.9％と続いています。 

 

  ③家を出る時間 

   「8 時台」が 56.7％で最も多く、次いで「7 時台」が 26.9％、「9 時台」が 8.2％と続いています。 

 
 

33.6%

0.8%

45.6%

0.4%

16.2%

1.2% 2.3%

フルタイム(1週5日程度・1日8時間程度

の就労、以下同様)で就労

フルタイムで就労しているが、産休・育

休・介護休業中

パート・アルバイト等(フルタイム以外の

就労、以下同様)で就労

パート・アルバイト等で就労している

が、産休・育休・介護休業中

(お子さんが生まれる前を含め)以前は就

労していたが、現在は就労していない

(お子さんが生まれる前を含め)、これま

で就労したことがない

無回答

7日 6日 5日 4日 3日 2日 1日 無回答 合計

0 8 117 33 36 8 1 5 208

0.0% 3.8% 56.3% 15.9% 17.3% 3.8% 0.5% 2.4% 100.0%

14時間 11時間 10時間 9時間 8時間 7時間 6時間

1 1 2 8 68 31 33

0.7% 1.4% 0.7% 3.8% 32.7% 14.9% 15.9%

5時間 4時間 3時間 2時間 1時間 無回答 合計

22 27 10 0 0 5 208

10.6% 13.0% 4.8% 0.0% 0.0% 2.4% 100.9%

6時以前 6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台
12時～
17時台

18時以降 無回答 合計

1 2 56 118 17 3 0 4 0 7 208

0.5% 1.0% 26.9% 56.7% 8.2% 1.4% 0.0% 1.9% 0.0% 3.4% 100.0%
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  ④帰宅時間 

   「17 時台」が 27.9％で最も多く、次いで「16 時台」が 20.7％、「18 時台」が 19.7％と続いていま

す。 

 

 

  （3）問 17（2） お父さんの現在の就労状況（自営業・家族従事者含む）をうかがいます。（ｎ＝259 SA） 

   「フルタイム(1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労、以下同様)で就労」が 83.8％で最も多く、次いで

「無回答」が 15.1％、「パート・アルバイト等(フルタイム以外の就労、以下同様)で就労」が 0.8％と続

いています。 

 

◇問 17（2）で「就労している」と答えた方のみ 

 （4）問 17（2）-1 お父さんの 1 週当たりの「就労日数」、1 日当たりの「就労時間（残業事案含む）」、 

    「家を出る時間」と「帰宅時間」をお答えください。（ｎ＝219 FA） 

①1 週当たりの「就労日数」 

   「5 日」が 72.6％で最も多く、次いで「6 日」が 20.5％、「無回答」が 4.6％と続いています。 

 

  

12時以前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台

2 2 19 8 17 43 58

1.0% 1.0% 9.1% 3.8% 8.2% 20.7% 27.9%

18時台 19時台 20時台 21時台 22時台 22時以降 無回答 合計

41 2 3 1 1 0 11 208

19.7% 1.0% 1.4% 0.5% 0.5% 0.0% 5.3% 100.1%

83.8%

0.8%

0.4%
15.1%

フルタイム(1週5日程度・1日8時間程度

の就労、以下同様)で就労

フルタイムで就労しているが、産休・育

休・介護休業中

パート・アルバイト等(フルタイム以外の

就労、以下同様)で就労

パート・アルバイト等で就労している

が、産休・育休・介護休業中

(お子さんが生まれる前を含め)以前は就

労していたが、現在は就労していない

(お子さんが生まれる前を含め)、これま

で就労したことがない

無回答

7日 6日 5日 4日 3日 2日 1日 無回答 合計

1 45 159 3 1 0 0 10 219

0.5% 20.5% 72.6% 1.4% 0.5% 0.0% 0.0% 4.6% 100.1%
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  ②1 日当たりの「就労時間（残業時間含む）」 

   「8 時間」が 58.4％で最も多く、次いで「9 時間」が 12.8％、「10 時間」が 12.3％と続いています。 

 

  ③家を出る時間 

   「7 時台」が 41.1％で最も多く、次いで「6 時台」が 20.5％、「無回答」が 16.0％と続いています。 

 

  ④帰宅時間 

   「18 時台」が 32.0％で最も多く、次いで「無回答」が 16.9％、「17 時台」が 14.6％と続いています。  

 

 

◇問 17（1）または（2）で「パート・アルバイト等で就労している」と答えた方のみ 

 （5）問 18 フルタイムへの転換希望はありますか。 

  ①母親（ｎ＝119 SA） 

   「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 55.5％で最も多く、次いで「フルタイムへの転

換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 17.6％、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見

込みがある」が 13.4％と続いています。 

 

  

14時間 13時間 12時間 11時間 10時間 9時間 8時間 7時間

1 1 7 6 27 28 128 3

0.5% 0.5% 3.2% 2.7% 12.3% 12.8% 58.4% 1.4%

6時間 5時間 4時間 3時間 2時間 1時間 無回答 合計

1 1 0 0 0 0 16 219

0.5% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.3% 100.1%

6時以前 6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台
12時～
17時台

18時以降 無回答 合計

14 45 90 31 2 0 0 2 0 35 219

6.4% 20.5% 41.1% 14.2% 0.9% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 16.0% 100.0%

12時以前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台

1 0 0 1 12 6 32

0.5% 0.0% 0.0% 0.5% 5.5% 2.7% 14.6%

18時台 19時台 20時台 21時台 22時台 22時以降 無回答 合計

70 31 18 5 4 2 37 219

32.0% 14.2% 8.2% 2.3% 1.8% 0.9% 16.9% 100.1%

13.4%

17.6%

55.5%

5.0%

8.4%
フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続

けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子

育てや家事に専念したい

無回答
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  ②父親（ｎ＝2 SA） 

   「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」「パート・アルバイト等の就労を続けるこ

とを希望」ともに 50.0％となっています。 

 

 

◇問 17（1）または（2）で「就労していないまたは就労したことがない」と答えた方のみ 

（6）問 19 就労したいという希望はありますか。 

  ①-1 母親（ｎ＝45 SA） 

   「無回答」が 46.7％で最も多く、次いで「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい：パート・アル

バイト等」が 20.0％、「1 年より先、一番下の子どもが＿歳になったころに就労したい」が 17.8％と続

いています。 

 

  

50.0%50.0%

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続

けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子

育てや家事に専念したい

無回答

15.6%

17.8%

20.0%

46.7%

子育てや家事に専念したい(就労の予

定はない)

1年より先、一番下の子どもが＿歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは1年以内に就労

したい：フルタイム

すぐにでも、もしくは1年以内に就労

したい：パート・アルバイト等

無回答
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 ◇問 19①-1 で「1 年より先、一番下の子どもが＿歳になったころに就労したい」と答えた方のみ 

  ①-2 何歳になったころに就労したいですか。（ｎ＝8 FA） 

   「6～8 歳」が 37.5％で最も多く、次いで「2～3 歳」が 25.0％、「4～5 歳」「13 歳以上」「無回答」   

12.5％と続いています。 

 

 ◇問 19①-1 で「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい（パート・アルバイト等）」と答えた方のみ 

  ①-3 希望する就労形態（ｎ＝9 FA） 

  ●パート・アルバイト等 1 週あたりの日数 

   「3 日」が 44.4％で最も多く、次いで「無回答」が 33.3％、「4 日」「5 日」が 11.1％と続いています。 

 

  ●パート・アルバイト等 1 日あたりの時間 

   「4 時間」が 44.4％で最も多く、次いで「無回答」が 33.3％、「3 時間以下」「5 時間」が 11.1％と

続いています。 

 
 

  ②-1 父親は全て無回答でした。 

  

25.0%

12.5%

37.5%

12.5%

12.5% 1歳以下

2～3歳

4～5歳

6～8歳

9～12歳

13歳以上

無回答

★

44.4%

11.1%

11.1%

33.3%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

★

11.1%

44.4%

11.1%

33.3%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

無回答

★
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■お子さんの病気の際の対応について                            

（1）問 20 この 1 年間に、お子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはありますか。 

（ｎ＝259 SA） 

   「あった」が 88.8％で最も多く、次いで「なかった」が 9.3％、「無回答」が 1.9％と続いています。 

 

 

◇問 20 で「あった」と答えた方のみ 

（2）問20-1 お子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかった場合に、この1年間に行った対処方

法とそれぞれのおおよその日数を教えてください。（ｎ＝230 MA） 

 「母親が休んだ」が77.8％で最も多く、次いで「父親が休んだ」が23.5％、「（同居者を含む）親族・

知人に子どもをみてもらった」が18.7％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

88.8%

9.3%

1.9%

あった

なかった

無回答

★

77.8%

23.5%

18.7%

17.0%

12.2%

1.7%

4.3%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親が休んだ

父親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

母親または父親のうち就労していない方が

子どもをみた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

病児・病後児保育を利用した

その他

無回答

内容 類似回答数

仕事が休みの日だった 3

テレワークにした 1

自営業なので職場で療養させた 1
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 〈対応別の平均日数〉 

  

 

◇問 20-1 で「母親または父親が休んだ」と答えた方のみ 

（3）問 20-2 「できれば病児・病後児保育のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

（ｎ＝185 SA） 

   「利用したいと思わない」が 75.7％で最も多く、次いで「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」が 20.0％、「無回答」が 4.3％と続いています。 

 

 〈利用希望日数（年間）〉 

  

    

内容 回答数 平均日数

母親が休んだ 165 6.9

父親が休んだ 50 3.4

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 38 5.2

母親または父親のうち就労していない方が子どもをみた 35 8.1

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 25 3.5

その他 8 3.6

病児・病後児保育を利用した 4 3.5

20.0%

75.7%

4.3%

できれば病児・病後児保育

施設等を利用したい

利用したいと思わない

無回答

回答数 平均日数

32 6.6
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 （4）問 21 病児・病後児保育について、利用したことがある、なしに関わらず、感じていることを教えてく

ださい。（ｎ＝259 MA） 

「自宅近くにない」が 45.2％で最も多く、次いで「どうしても仕事を休めないときに、病気が治りかけ

の子どもを預けられる」が 43.6％、「安心して子どもを預けられる人（祖父母など）がいない時に利用で

きる」が 33.6％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  
  

45.2%

43.6%

33.6%

31.3%

27.4%

25.9%

23.9%

22.4%

22.4%

16.2%

12.4%

7.3%

2.7%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅近くにない

どうしても仕事を休めないときに、

病気が治りかけの子どもを預けられる

安心して子どもを預けられる人（祖父母など）が

いない時に利用できる

看護師・保育士が常駐しているため

安心して利用できる

1日だけでも利用できる

家族や親族等で対応できる

利用料が高い

申し込みや支払い方法等、

利用手続きが煩雑だから

初めての場所で知らないスタッフの保育を

受けさせることに抵抗がある

子どもの負担が大きい

特になし

申し込みをしても定員が一杯で

断られることが多い

その他

無回答

内容 類似回答数

利用の仕方や場所・料金の詳細がわからない 3

インフルエンザ・新型コロナウイルスの時に預けられない 1

このような場所があると安心できる 1

利用者の負担が大きいと感じる（心理的・環境） 1
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■お子さんの不定期の教育・保育事業や一時預かり等の利用について              

 （1）問22 お子さんについて、私用・親の通院、不定期の就労等の目的で、不定期に利用している事業はあ

りますか。ある場合は、1年間のおおよその利用日数を教えてください。 （ｎ＝259 MA） 

   「現在利用していない、今後も利用意向はない」が 51.7％で最も多く、次いで「放課後児童健全育成事

業」が 18.9％、「病児保育事業」が 13.9％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

 

 ①〈事業別の平均利用日数〉 

  

 

   

  

51.7%

18.9%

13.9%

12.7%

2.7%

0.4%

0.4%

1.5%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在利用していない、今後も利用意向はない

放課後児童健全育成事業

病児保育事業

子育て短期支援事業

（ｼｮｰﾄｽﾃｲ･ﾄﾜｲﾗｲﾄｽﾃｲ）

障がい児支援施設

子育て援助活動支援事業

（ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業）

利用者支援事業

その他

無回答

内容 類似回答数

放課後デイサービス 1

わきっこ 1

対応 回答数 平均日数

放課後児童健全育成事業 20 76.2

障がい児支援施設 5 66.6

病児保育事業 2 3.0

その他 2 8.5

子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ） 0 -

子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業） 0 -

利用者支援事業 0 -
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②今後の利用意向（ｎ＝259 SA） 

  ・放課後児童健全育成事業 

「無回答」が 82.6％で最も多く、次いで「ない」が 10.8％、「ある」が 6.6％と続いています。 

  ・子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ） 

   「無回答」が 87.6％で最も多く、次いで「ない」が 12.0％、「ある」が 0.4％と続いています。 

  ・病児保育事業 

   「無回答」が 86.5％で最も多く、次いで「ない」が 11.6％、「ある」が 1.9％と続いています。 

  ・障がい児支援施設 

   「無回答」が 98.5％で最も多く、次いで「ある」が 1.5％と続いています。 

  ・子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業） 

   「無回答」が 100.0％でした。 

  ・利用者支援事業 

   「無回答」が 100.0％でした。 

  ・その他 

   「無回答」が 98.8％で最も多く、次いで「ある」が 0.8％、「ない」が 0.4％と続いています。 

 

  

6.6%

0.4%

1.9%

1.5%

0.8%

10.8%

12.0%

11.6%

0.4%

82.6%

87.6%

86.5%

98.5%

100.0%

100.0%

98.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

放課後児童健全育成事業

子育て短期支援事業

（ｼｮｰﾄｽﾃｲ･ﾄﾜｲﾗｲﾄｽﾃｲ）

病児保育事業

障がい児支援施設

子育て援助活動支援事業

（ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業）

利用者支援事業

その他

ある ない 無回答 ★
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（2）問23 お子さんについて、私用・親の通院、不定期の就労等の目的で、1年間で何日くらい事業を利用 

する必要があると思いますか。1年間のおおよその利用日数を教えてください。 （ｎ＝259 MA） 

   「利用する必要はない」が76.8％で最も多く、次いで「利用したい：私用（買物や食事会など）」「利

用したい：通院」が9.3％、「利用したい：冠婚葬祭、学校行事」が8.9％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

 

 〈目的別の平均利用希望日数〉 

  

 

  ◇問 23 で「利用したい」と答えた方のみ 

 （3）問 23-1 「私用（買物や食事会など）」・「冠婚葬祭、学校行事」・「不定期の就労」・「通院」・「その他」   

の目的でお子さんを預ける場合、どの事業形態が望ましいと思われますか。（ｎ＝49 MA） 

   「病児・病後児のための事業やファミリー・サポート・センター事業」が 61.2％で最も多く、次いで「地

域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業」が 46.9％、「無回答」が 18.4％と続いています。 

 

  

76.8%

9.3%

9.3%

8.9%

7.7%

2.3%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない

利用したい：私用（買物や食事会など）

利用したい：通院

利用したい：冠婚葬祭、学校行事

利用したい：不定期の就労

利用したい：その他

無回答

内容 類似回答数

出産の際 1

利用方法が分からない 1

自宅療養中 1

目的 回答数 平均日数

通院 22 12.5

私用（買物や食事会など） 21 7.6

冠婚葬祭、学校行事 21 5.7

不定期の就労 17 16.6

その他 4 33.3

61.2%

46.9%

18.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

病児・病後児のための事業や

ファミリー・サポート・センター事業

地域住民等が子育て家庭等の

近くの場所で保育する事業

無回答
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 （4）問 24 この 1 年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、お子さんが泊りが

けで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。1 年間のおおよその利用泊数も教えて

ください。（ｎ＝259 MA） 

   「なかった」が 82.2％で最も多く、次いで「あった：親族・知人にみてもらった」が 10.4％、「無回答」

が 5.0％と続いています。 

 
 〈目的別の平均利用希望日数〉 

  

  

82.2%

10.4%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なかった

あった：親族・知人にみてもらった

あった：仕方なく子どもを同行させた

あった：子育て短期支援事業

（ｼｮｰﾄｽﾃｲ･ﾄﾜｲﾗｲﾄｽﾃｲ）を利用した

あった：仕方なく子どもだけで留守番をさせた

あった：その他

無回答

目的 回答数 平均日数

親族・知人にみてもらった 22 3.9

仕方なく子どもを同行させた 5 1.6

子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）を利用した 0 -

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 0 -
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 （5）問 25 保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、お子さんが泊りがけで何日くらい   

家族以外に預ける必要があると思いますか。 

短期入所生活支援事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の利用

希望の有無についてお答えください。必要な利用泊数も教えてください。（ｎ＝259 MA）  

    「利用する必要はない」が88.4％で最も多く、次いで「無回答」が6.2％、「利用したい：通院」が2.3％   

と続いています。 

 

 〈対応別の平均利用希望日数〉 

  

 

   

88.4%

2.3%

1.5%

1.5%

1.2%

0.4%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない

利用したい：通院

利用したい：私用（買物や食事会など）

利用したい：冠婚葬祭、学校行事

利用したい：不定期の就労

利用したい：その他

無回答

目的 回答数 平均日数

通院 5 2.0

私用（買物や食事会など） 4 4.3

冠婚葬祭、学校行事 4 2.0

不定期の就労 3 1.3

その他 1 1.0
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■お子さんの放課後の過ごし方について                           

 （1）問 26 お子さんについて、小学校低学年（1～3 年生）のうちの放課後の過ごし方について、どのよう   

な場所で過ごさせたいと思いますか。または過ごしていましたか。（ｎ＝259 MA） 

   「自宅」が 64.5％で最も多く、次いで「わきっこクラブ（放課後児童クラブ）」が 42.5％、「習い事（ピ

アノ教室、サッカークラブ、学習塾等）」が 41.3％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

  ①過ごしている日数 

  ・自宅（ｎ＝167） 

   「週 5 日以上」が 31.1％で最も多く、次いで「週 1～2 日」が 24.0％、「無回答」が 23.4％と続いて

います。 

  ・祖父母自宅や友人・知人宅（ｎ＝43） 

   「週 1～2 日」が 44.2％で最も多く、次いで「無回答」が 41.9％、「週 5 日以上」が 9.3％と続いてい

ます。 

  ・習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）（ｎ＝107） 

   「週 1～2 日」が 57.0％で最も多く、次いで「週 3～4 日」が 22.4％、「無回答」が 17.8％と続いて

います。 

 

64.5%

42.5%

41.3%

16.6%

8.1%

7.7%

3.5%

0.8%

3.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

わきっこクラブ（放課後児童クラブ）

習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾等）

祖父母自宅や友人・知人宅

体育館や福祉センターなど公共施設

放課後子ども教室

障がい児支援施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

内容 類似回答数

公園 3

放課後デイサービス 2

旧幼稚園 1

わきあいキッズ 1
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  ・体育館や福祉センターなど公共施設（ｎ＝21） 

   「週 1～2 日」が 61.9％で最も多く、次いで「無回答」38.1％となっています。 

  ・放課後子ども教室（ｎ＝20） 

   「週 1～2 日」が 55.0％で最も多く、次いで「無回答」が 30.0％、「週 5 日以上」が 10.0％と続いて

います。 

  ・わきっこクラブ（放課後児童クラブ）（ｎ＝110） 

   「週 5 日以上」が 39.1％で最も多く、次いで「週 3～4 日」が 38.2％、「無回答」が 11.8％と続いて

います。 

  ・障がい児支援施設（ｎ＝9） 

   「週 5 日以上」が 55.6％で最も多く、次いで「無回答」が 33.3％、「週 1～2 日」が 11.1％と続いて

います。 

  ・ファミリー・サポート・センター（ｎ＝2） 

   「週 1～2 日」「週 3～4 日」が 50.0％となっています。 

  ・その他（ｎ＝8） 

   「週 1～2 日」が 37.5％で最も多く、次いで「週 5 日以上」「無回答」が 25.0％、「週 3～4 日」が 12.5％   

と続いています。 

   

24.0%

44.2%

57.0%

61.9%

55.0%

10.9%

11.1%

50.0%

37.5%

21.6%

4.7%

22.4%

5.0%

38.2%

50.0%

12.5%

31.1%

9.3%

2.8%

10.0%

39.1%

55.6%

25.0%

23.4%

41.9%

17.8%

38.1%

30.0%

11.8%

33.3%

25.0%

0% 50% 100%

自宅

祖父母自宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾等）

体育館や福祉センターなど公共施設

放課後子ども教室

わきっこクラブ（放課後児童クラブ）

障がい児支援施設

ファミリー・サポート・センター

その他

週1～2日 週3～4日 週5日以上 無回答 ★
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 ◇「わきっこクラブ（放課後児童クラブ）」と答えた方のみ 

  過ごしている時間帯(終了時間)（ｎ＝110 FA） 

   「17 時台」が 35.5％で最も多く、次いで「18 時台」が 28.2％、「無回答」が 20.0％と続いています。 

 

 （2）問 27 お子さんについて、小学校高学年（4～6 年生）のうちの放課後の過ごし方について、どのよう

な場所で過ごさせたいと思いますか。（ｎ＝259 MA） 

   「自宅」が 80.7％で最も多く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）」が 44.8％、   

「祖父母自宅や友人・知人宅」が 18.5％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

0.9%
14.5%

35.5%28.2%

0.9%
20.0%

16時以前

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

★

80.7%

44.8%

18.5%

10.0%

6.6%

6.2%

2.7%

0.4%

3.1%

13.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾等）

祖父母自宅や友人・知人宅

体育館や福祉センターなど公共施設

放課後子ども教室

わきっこクラブ（放課後児童クラブ）

障がい児支援施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

内容 類似回答数

公園 4

放課後デイサービス 2

わきあいキッズ 1

子ども館のような場所 1

同世代で遊べる場所 1
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 ①過ごさせたい日数（FA） 

  ・自宅（ｎ＝209） 

   「週 5 日以上」が 41.6％で最も多く、次いで「週 3～4 日」が 23.0％、「無回答」が 19.6％と続いて

います。 

  ・祖父母自宅や友人・知人宅（ｎ＝48） 

   「週 1～2 日」が 56.3％で最も多く、次いで「無回答」が 29.2％、「週 5 日以上」が 8.3％と続いてい

ます。 

  ・習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）（ｎ＝116） 

   「週 1～2 日」が 52.6％で最も多く、次いで「週 3～4 日」が 31.0％、「無回答」が 14.7％と続いて

います。 

  ・体育館や福祉センターなど公共施設（ｎ＝26） 

   「週 1～2 日」が 65.4％で最も多く、次いで「無回答」が 30.8％、「週 3～4 日」が 3.8％と続いてい

ます。 

  ・放課後子ども教室（ｎ＝17） 

   「週 1～2 日」が 64.7％で最も多く、次いで「無回答」が 29.4％、「週 3～4 日」が 5.9％と続いてい

ます。 

  ・わきっこクラブ（放課後児童クラブ）（ｎ＝16） 

   「週 5 日以上」「無回答」が 31.3％で最も多く、次いで「週 1～2 日」「週 3～4 日」が 18.8％と続い

ています。 

  ・障がい児支援施設（ｎ＝7） 

   「週 5 日以上」が 57.1％で最も多く、次いで「無回答」が 28.6％、「週 1～2 日」が 14.3％と続いて

います。 

  ・ファミリー・サポート・センター（ｎ＝1） 

   「週 1～2 日」が 100.0％となっています。 

  ・その他（ｎ＝8） 

   「週 1～2 日」「週 3～4 日」が 37.5％で最も多く、次いで「週 5 日以上」が 25.0％と続いています。 



34 

 

 

 

 ◇「わきっこクラブ（放課後児童クラブ）」と答えた方のみ 

  過ごしている時間帯(終了時間)（ｎ＝16 FA） 

   「18 時台」が 50.0％で最も多く、次いで「17 時台」が 25.0％、「無回答」が 18.8％と続いています。 

 

  

15.8%

56.3%

52.6%

65.4%

64.7%

18.8%

14.3%

100.0%

37.5%

23.0%

6.3%

31.0%

3.8%

5.9%

18.8%

37.5%

41.6%

8.3%

1.7%

31.3%

57.1%

25.0%

19.6%

29.2%

14.7%

30.8%

29.4%

31.3%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母自宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾等)

体育館や福祉センターなど公共施設

放課後子ども教室

わきっこクラブ（放課後児童クラブ）

障がい児支援施設

ファミリー・サポート・センター

その他

週1～2日 週3～4日 週5日以上 無回答 ★

25.0%

50.0%

6.3%

18.8%

16時以前

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

★
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（3）問 28 「わきっこクラブ」の利用希望はありますか。（ｎ＝259 SA） 

   「ない」が 67.6％で最も多く、次いで「ある/現在利用している」が 31.3％、「無回答」が 1.2％と続い

ています。 

 

 ◇問 28 で「ある/現在利用している」と答えた方のみ 

 （4）問 28-1 利用希望について、それぞれのおおよその日数、時間を教えてください。（ｎ＝81 FA） 

・平日 

   「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 66.7％で最も多く、次いで「無回答」が 13.6％、「高学

年（４～６年生）になっても利用したい」が 12.3％と続いています。 

  ・土曜日 

   「利用は希望しない」が 64.2％で最も多く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 17.3％、

「無回答」が 13.6％と続いています。 

  ・日曜・祝日 

   「利用は希望しない」が 80.2％で最も多く、次いで「無回答」が 14.8％、「低学年（１～３年生）の間

は利用したい」が 3.7％と続いています。 

  ・長期休暇中 

   「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 43.2％で最も多く、次いで「高学年（４～６年生）にな

っても利用したい」が 28.4％、「無回答」が 18.5％と続いています。 

  

31.3%

67.6%

1.2%

ある/現在利用している

ない

無回答

★

66.7%

17.3%

3.7%

43.2%

12.3%

4.9%

1.2%

28.4%

7.4%

64.2%

80.2%

9.9%

13.6%

13.6%

14.8%

18.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

土曜日

日曜・祝日

長期休暇中

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用は希望しない 無回答
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  ◇問 28 で「ある/現在利用している」と答えた方のその他の回答 

①【低学年】平日：週の利用日数（ｎ＝54 FA） 

   「5 日以上」が 46.3％で最も多く、次いで「3 日」が 33.3％、「4 日」が 13.0％と続いています。 

 

 ②【低学年】平日：利用終了時間（ｎ＝54 FA） 

   「17 時台」が 53.7％で最も多く、次いで「18 時台」が 18.5％、「16 時台」が 14.8％と続いていま

す。 

 

  ③【高学年】平日：週の利用日数（ｎ＝10 FA） 

   「5 日以上」が 60.0％で最も多く、次いで「2 日」「4 日」が 20.0％と続いています。 

 

  ④【高学年】平日：利用終了時間（ｎ＝10 FA） 

   「18 時台」が 50.0％で最も多く、次いで「17 時台」が 20.0％、「16 時以前」「16 時台」「無回答」

が 10.0％と続いています。 

 

⑤【低学年】土曜日：利用開始時間（ｎ＝14 FA） 

   「8 時台」が 50.0％で最も多く、次いで「9 時台」が 28.6％、「無回答」が 14.3％と続いています。 

 

⑥【低学年】土曜日：利用終了時間（ｎ＝14 FA） 

「17 時台」が 42.9％で最も多く、次いで「13 時台」「16 時台」「無回答」が 14.3％と続いています。 

 

 

  

1日 2日 3日 4日 5日以上 無回答 合計

1 2 18 7 25 1 54

1.9% 3.7% 33.3% 13.0% 46.3% 1.9% 100.1%

16時以前 16時台 17時台 18時台 19時以降 無回答 合計

1 8 29 10 2 4 54

1.9% 14.8% 53.7% 18.5% 3.7% 7.4% 100.0%

1日 2日 3日 4日 5日以上 無回答 合計

0 2 0 2 6 0 10

0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 60.0% 0.0% 100.0%

16時以前 16時台 17時台 18時台 19時以降 無回答 合計

1 1 2 5 0 1 10

10.0% 10.0% 20.0% 50.0% 0.0% 10.0% 100.0%

7時以前 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 12時以降 無回答 合計

0 1 7 4 0 0 0 0 2 14

0.0% 7.1% 50.0% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 100.0%

12時以前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台

0 0 2 0 0 2 6 1 1 0

0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 42.9% 7.1% 7.1% 0.0%

無回答 合計

2 14

14.3% 100.0%
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⑦【高学年】土曜日：利用開始時間（ｎ＝4 FA） 

「8 時台」が 75.0％で最も多く、次いで「7 時以前」が 25.0％となっています。 

 

  ⑧【高学年】土曜日：利用終了時間（ｎ＝4 FA）  

「18 時台」が 75.0％で最も多く、次いで「16 時台」が 25.0％となっています。 

 

⑨【低学年】日曜日・祝日：利用開始時間（ｎ＝3 FA） 

「無回答」が 66.7％で最も多く、次いで「8 時台」が 33.3％となっています。 

 

⑩【低学年】日曜日・祝日：利用終了時間（ｎ＝3 FA） 

「無回答」が 66.7％で最も多く、次いで「17 時台」が 33.3％となっています。 

 

⑪【高学年】日曜日・祝日：利用開始時間（ｎ＝1 FA） 

「8 時台」が 100.0％でした。 

 

⑫【高学年】日曜日・祝日：利用終了時間（ｎ＝1 FA） 

「18 時台」が 100.0％でした。 

 

  

7時以前 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 12時以降 無回答 合計

1 0 3 0 0 0 0 0 0 4

25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

12時以前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台

0 0 0 0 0 1 0 3 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0%

無回答 合計

0 4

0.0% 100.0%

7時以前 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 12時以降 無回答 合計

0 0 1 0 0 0 0 0 2 3

0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 100.0%

12時以前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 合計

2 3

66.7% 100.0%

7時以前 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 12時以降 無回答 合計

0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

12時以前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

無回答 合計

0 1

0.0% 100.0%
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  ⑬【低学年】長期休暇中：利用開始時間（ｎ＝35 FA） 

   「8 時台」が 74.3％で最も多く、次いで「9 時台」が 14.3％、「無回答」が 5.7％と続いています。 

 

  ⑭【低学年】長期休暇中：利用終了時間（ｎ＝35 FA） 

   「17 時台」が 48.6％で最も多く、次いで「18 時台」が 25.7％、「16 時台」が 11.4％と続いていま

す。 

 

  ⑮【高学年】長期休暇中：利用開始時間（ｎ＝23 FA） 

   「8 時台」が 65.2％で最も多く、次いで「9 時台」が 26.1％、「7 時台」が 8.7％と続いています。 

 

  ⑯【高学年】長期休暇中：利用終了時間（ｎ＝23 FA） 

   「18 時台」が 34.8％で最も多く、次いで「17 時台」が 30.4％、「16 時台」が 17.4％と続いていま

す。 

  

7時以前 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 12時以降 無回答 合計

0 1 26 5 1 0 0 0 2 35

0.0% 2.9% 74.3% 14.3% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 100.1%

12時以前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台

1 0 0 0 2 4 17 9 0 0

2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 11.4% 48.6% 25.7% 0.0% 0.0%

無回答 合計

2 35

5.7% 100.0%

7時以前 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 12時以降 無回答 合計

0 2 15 6 0 0 0 0 0 23

0.0% 8.7% 65.2% 26.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

12時以前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台

0 0 0 1 1 4 7 8 2 0

0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 4.3% 17.4% 30.4% 34.8% 8.7% 0.0%

無回答 合計

0 23

0.0% 99.9%
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◇問 28 で「ある/現在利用している」と答えた方のみ  

（5）問 28-2 現在利用している「わきっこクラブ」に対してどのように感じていますか。（ｎ＝81 SA） 

・施設・設備 

「ほぼ満足」が 50.6％で最も多く、次いで「大変満足」が 35.8％、「無回答」が 11.1％と続いています。 

・利用できる曜日や時間 

「ほぼ満足」が 39.5％で最も多く、次いで「大変満足」が 29.6％、「やや不満」が 12.3％と続いていま

す。 

・利用できる学年 

「ほぼ満足」が 46.9％で最も多く、次いで「大変満足」が 30.9％、「無回答」が 11.1％と続いています。 

・職員など配置状況（人員体制） 

「ほぼ満足」が 53.1％で最も多く、次いで「大変満足」が 33.3％、「無回答」が 9.9％と続いています。 

・子どもへの接し方・支援内容 

「ほぼ満足」が 45.7％で最も多く、次いで「大変満足」が 34.6％、「無回答」が 8.6％と続いています。 

・病気やけがの時の対応 

「ほぼ満足」が 55.6％で最も多く、次いで「大変満足」が 32.1％、「無回答」が 11.1％と続いています。 

・保護者への情報伝達 

「ほぼ満足」が 48.1％で最も多く、次いで「大変満足」が 34.6％、「無回答」が 11.1％と続いています。 

・事故防止や災害時避難などの安全対策 

「ほぼ満足」が 53.1％で最も多く、次いで「大変満足」が 33.3％、「無回答」が 11.1％と続いています。 

・総合的な満足度 

「ほぼ満足」が 53.1％で最も多く、次いで「大変満足」が 30.9％、「無回答」が 9.9％と続いています。 

   

35.8%

29.6%

30.9%

33.3%

34.6%

32.1%

34.6%

33.3%

30.9%

50.6%

39.5%

46.9%

53.1%

45.7%

55.6%

48.1%

53.1%

53.1%

2.5%

12.3%

8.6%

2.5%

4.9%

1.2%

6.2%

2.5%

4.9%

7.4%

2.5%

1.2%

6.2%

1.2%

11.1%

11.1%

11.1%

9.9%

8.6%

11.1%

11.1%

11.1%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設・設備

利用できる曜日や時間

利用できる学年

職員など配置状況（人員体制）

子どもへの接し方・支援内容

病気やけがの時の対応

保護者への情報伝達

事故防止や災害時避難などの安全対策

総合的な満足度

大変満足 ほぼ満足 やや不満 大変不満 無回答 ★
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 （6）問 29 現在、「わきっこクラブ」を利用していない理由を教えてください。（ｎ＝172 MA） 

   「現在就労しているが、放課後の短時間ならば子どもだけで安心・安全だと思うから」が 29.7％で最も

多く、次いで「現在就労していない」が 26.2％、「現在就労しているが、子どもが放課後に習い事をして

いるから」が 15.7％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

    

29.7%

26.2%

15.7%

14.0%

3.5%

3.5%

1.7%

0.0%

30.2%

0% 10% 20% 30% 40%

現在就労しているが、

放課後の短時間ならば

子どもだけで安心・安全だと思うから

現在就労していない

現在就労しているが、

子どもが放課後に習い事をしているから

現在就労しているが、

利用料がかかるから

現在就労しているが、

放課後児童クラブに空きがないから

現在就労しているが、

他の施設に預けているから

現在就労しているが、

放課後児童クラブの開所時間が短いから

現在就労しているが、

放課後児童クラブを知らなかったから

その他

内容 類似回答数

下校時間には自宅に同居家族がいるため 17

必要がないため 6

子どもが行きたがらないため 6

祖父母の協力があるため 4

1人で留守番ができるようになったため 4

在宅ワーク・リモートワークのため 2

就労時間が足りなかったため 2

友人と遊ぶ等、他で遊びたがるため 2

長期休暇中の送迎が困難だったため 2

トラブルがあったため 1

毎日おむかえの時間を電話連絡しないといけないため 1

利用者が多く入る事ができなかった 1
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■お子さんに対する教育や遊びについて                          

 （1）問 30 もし、お子さんに参加させるなら、どのような地域活動やサークルに参加させたいですか。 

（ｎ＝259 MA（2 つまで）） 

「子どもの関心を広げることができる」が 46.3％で最も多く、次いで「さまざまな同世代の友達と出会

うことができる」が 45.6％、「町内外問わず他の地域の子ども達と交流ができる」が 35.1％と続いてい

ます。 

 

 〈その他の回答〉 

  
  

（2）問 31 平日の放課後、お子さんをどこで遊ばせていますか。（ｎ＝259 MA） 

「自宅」が 86.9％で最も多く、次いで「公園」が 58.7％、「子どもの友達の家」が 33.6％と続いていま

す。 

   

46.3%

45.6%

35.1%

24.3%

11.6%

10.0%

1.5%

3.9%

0% 20% 40% 60%

子どもの関心を広げることができる

さまざまな同世代の友達と出会うことができる

町内外問わず他の地域の

子ども達と交流ができる

礼儀や社会的マナーを教えてくれる

世代の異なる大人や子どもと交流ができる

和木町の自然資源と触れ合うことができる

その他

無回答

内容 類似回答数

音楽やコーラスを教えてくれる 1

同世代の外国人との交流 1

86.9%

58.7%

33.6%

32.0%

9.7%

9.3%

6.2%

4.2%

1.2%

6.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

公園

子どもの友達の家

学校等のグラウンド

その他の公共施設

親戚・知人の家

空き地や原っぱ

路地・道路

商業施設

その他

無回答
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 〈その他の回答〉 

  

 

（3）問 32 休日、お子さんをどこで遊ばせていますか。（ｎ＝259 MA） 

   「自宅」が 89.2％で最も多く、次いで「公園」が 66.4％、「商業施設」が 41.3％と続いています。 

 
 〈その他の回答〉 

  

  

  

内容 類似回答数

わきっこクラブ 4

放課後デイサービス 3

旧幼稚園 1

障がい児施設 1

親の職場 1

自宅で勉強 1

習い事 1

89.2%

66.4%

41.3%

30.5%

23.9%

23.6%

18.1%

6.6%

2.3%

3.1%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

公園

商業施設

子どもの友達の家

学校等のグラウンド

親戚・知人の家

その他の公共施設

空き地や原っぱ

路地・道路

その他

無回答

内容 類似回答数

祖父母宅 2

土日はスポーツ活動等で遊ぶ暇がない 1

近所 1
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（4）問 33 家の近くの子どもの遊び場について、日頃感じていることはありますか。 

（ｎ＝259 MA（3 つまで）） 

「雨の日に遊べる場所がない」が 64.9％で最も多く、次いで「遊具などの種類が充実していない」が

40.2％、「思い切り遊ぶために十分な広さがない」が 26.6％と続いています。 

 

〈その他の回答〉 

  

   

64.9%

40.2%

26.6%

24.7%

12.0%

10.4%

8.1%

6.6%

5.8%

3.5%

2.7%

1.5%

10.8%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

雨の日に遊べる場所がない

遊具などの種類が充実していない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

近くに遊び場がない

遊具などの設備が古くて危険である

特に感じることはない

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと

同じ歳くらいの遊び仲間がいない

不衛生である

遊び場やその周辺の

環境が悪くて、安心して遊べない

緑などの自然が少ない

その他

無回答

内容 類似回答数

ボール遊びができる場所が少ない 20

近所の大人から怒られるため公園で遊べない 2

大きくていろんな遊具の公園がほしい 2

キャスターボードを使用できる場所がない 1

室内で集まれる場所がない 1

集団で遊べる場所、機会が少ない 1

旧幼稚園にトイレをつけてほしい 1
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 ◇小学生のお子さん本人にうかがいます。 

（5）問 34 現在、通われている学校の学習以外でどんな場所で遊び、過ごしたいですか。（ｎ＝259 MA） 

   「公園」が 71.0％で最も多く、次いで「自宅」が 60.6％、「子どもの友達の家」が 50.6％と続いていま

す。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

  

71.0%

60.6%

50.6%

36.7%

16.2%

15.4%

13.9%

11.6%

1.9%

2.3%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

公園

自宅

子どもの友達の家

グラウンド

親戚・知人の家

その他の公共施設

商業施設

空き地や原っぱ

路地・道路

その他

無回答

内容 類似回答数

わきっこクラブ 1

屋内施設 1

県外 1

校庭 1

放課後デイサービス 1

テーマパーク 1
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 ◇小学生のお子さん本人にうかがいます。 

（6）問 35 現在、通われている学校の学習以外でどんなことで遊び、過ごしたいですか。（ｎ＝259 MA） 

   「ゲーム」が 73.0％で最も多く、次いで「鬼ごっこなどグラウンドでの遊び」が 47.1％、「すべり台・

ブランコ」が 37.5％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

  

73.0%

47.1%

37.5%

37.1%

35.9%

32.4%

23.9%

22.8%

20.8%

19.7%

19.7%

15.8%

7.7%

7.3%

6.6%

13.9%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ゲーム

鬼ごっこなどグラウンドでの遊び

すべり台・ブランコ

読書・漫画

ドッジボール

自転車等

かくれんぼ

サッカー

自分で考えた遊び

縄跳び

野球

折り紙

あやとり

人形遊び

積み木

その他

無回答

内容 類似回答数

球技 4

PC・スマホを使用した遊び 3

お絵描き 3

バドミントン 3

バレーボール 3

カードゲーム・ボードゲーム 3

バスケットボール 2

アスレチック・ジャングルジム 2

キャスターボード・一輪車・ローラースケート 2

しりとり 1

缶蹴り 1

ミニ四駆・プラモデル 1

ブロック遊び 1
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 ◇小学生のお子さん本人にうかがいます。 

（7）問 36 現在、通われている学校の学習以外でどんなことを学んでみたいですか。（ｎ＝259 MA） 

   「スポーツ（サッカー、フットサル、水泳、野球など）」が 45.2％で最も多く、次いで「料理」が 42.9％、   

「プログラミング」が 29.3％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

  

  

45.2%

42.9%

29.3%

27.0%

24.3%

22.4%

13.9%

4.6%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

スポーツ

（サッカー、フットサル、水泳、野球など）

料理

プログラミング

外国語

（英語、中国語、韓国語、フランス語など）

動画制作

ダンス

ピアノやエレクトーンなど

その他

無回答

内容 類似回答数

絵画教室 3

昆虫や化石についての学習・動物の飼育 2

弓道 1

音楽（歌） 1

タイピング 1

自然学習 1
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（8）問 37 和木町では、英語教育に力を入れていますが、取り組みに対してどのように感じていますか。 

（ｎ＝259 SA） 

・国際交流支援員配置事業（和木こども園） 

「ほぼ満足」が 57.9％で最も多く、次いで「大変満足」が 18.1％、「無回答」が 15.4％と続いています。 

・ALT（外国語指導助手）を活用した授業 

「ほぼ満足」が 60.6％で最も多く、次いで「大変満足」が 21.6％、「やや不満」が 9.7％と続いています。 

・オーストラリアホームステイ（中学３年生対象） 

「ほぼ満足」が 50.6％で最も多く、次いで「大変満足」が 23.6％、「無回答」が 17.0％と続いています。 

・英検・TOEIC の検定費用助成 

「大変満足」が 41.7％で最も多く、次いで「ほぼ満足」が 39.8％、「無回答」が 13.9％と続いています。 

 

 

  

18.1%

21.6%

23.6%

41.7%

57.9%

60.6%

50.6%

39.8%

8.5%

9.7%

8.1%

4.6%

0.4%

0.8%

15.4%

7.7%

17.0%

13.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国際交流支援員配置事業（和木こども園）

ALT（外国語指導助手）を活用した授業

オーストラリアホームステイ（中学３年生対象）

英検・TOEICの検定費用助成

大変満足 ほぼ満足 やや不満 大変不満 無回答 ★
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■地域で障がいのある子どもを育むために必要なことについて                     

 （1）問 38 障がいのある子どもを育んでいくために必要だと思うことは何ですか。（ｎ＝259 MA） 

   「教育・保育施設、小学校（保育士や教師）などの一層の理解」が 68.0％で最も多く、次いで「共に学

ぶ子どもと、その保護者の一層の理解」が 61.8％、「障がいの有無にかかわらず、子どもたち同士がふれ

あう機会や場の充実」が 58.7％と続いています。 

 
 〈その他の回答〉 

  

  

  

68.0%

61.8%

58.7%

46.3%

44.4%

39.0%

29.7%

28.6%

16.2%

14.7%

0.4%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80%

教育・保育施設、小学校（保育士や教師）

などの一層の理解

共に学ぶ子どもと、その保護者の一層の理解

障がいの有無にかかわらず、子どもたち同士が

ふれあう機会や場の充実

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動

の充実

何でも相談できる窓口をつくるなど、

相談体制の充実

保健・医療・福祉のサービスの充実

放課後などの居場所づくり

行政からの福祉に関する情報提供の充実

いろいろなボランティア活動の育成

本人や家族の積極性

その他

無回答

内容 類似回答数

リモートで仕事をしながら対応した 1
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■子どもの権利について                                 

 （1）問 39 あなたは『子どもの権利』を知っていますか。（ｎ＝259 SA） 

   「名前は知っているが、内容は知らなかった」が 45.9％で最も多く、次いで「知らなかった」が 27.0％、   

「名前も内容も知っている」が 24.7％と続いています。 

 

 

（2）問 40 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。（ｎ＝259 SA） 

   「家族が仲良く一緒に過ごす時間をもつこと」が 20.1％で最も多く、次いで「人と違う自分らしさが認

められること」が 17.0％、「自分の考えを自由に言えること」が 11.6％と続いています。 

 

  

24.7%

45.9%

27.0%

2.3%

名前も内容も知っている

名前は知っているが、内容は知らなかった

知らなかった

無回答

★

9.7%

4.6%

1.5%

10.4%

20.1%

11.6%

17.0%
0.8%

4.6%

1.2%

0.8%

5.8%
12.0%

人権や性別、宗教などで差別されないこと

障がいのある子が差別されないこと

子どもが知りたいことを隠さないこと

暴力や言葉で傷つけないこと

家族が仲良く一緒に過ごす時間をもつこと

自分の考えを自由に言えること

人と違う自分らしさが認められること

自分の秘密が守られること

自分のことは自分で決められること

自由な時間を持つこと

自由な呼びかけでグループを作れること

必要な情報を知り、参加する手助けを受けること

保護者から世話をされること（食事、洗濯他）

無回答

★
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 （3）問 41 あなたは子育てをしていて、子どもからの意見や要望を聞き、それらを取り入れるように意識 

   をしたことはありますか。（ｎ＝259 SA） 

   「時々している」が 54.8％で最も多く、次いで「常にしている」が 40.5％、「あまりしていない」が 2.7％

と続いています。 

 

 

  

40.5%

54.8%

2.7%
0.4%

1.5%

常にしている

時々している

あまりしていない

まったくしたことがない

無回答

★
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■和木町の今後の子育て施策について                           

 （1）問 42 今後も和木町に住み続けたいと思いますか。（ｎ＝259 SA） 

   「思う」が 60.6％で最も多く、次いで「わからない」が 29.0％、「思わない」が 8.9％と続いています。 

 

 

 ◇問 42 で「思う」と答えた方のみ 

 （2）問 42-1 住み続けたい理由を教えてください。（ｎ＝157 MA） 

   「子どもの医療費が高校卒業まで無料」が 72.0％で最も多く、次いで「学校給食費が中学校卒業まで無

料」が 63.7％、「両親、親戚、親しい人が町内に居住」が 42.0％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

60.6%

8.9%

29.0%

1.5%

思う

思わない

わからない

無回答

★

72.0%

63.7%

42.0%

33.8%

31.2%

27.4%

11.5%

10.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの医療費が高校卒業まで無料

学校給食費が中学校卒業まで無料

両親、親戚、親しい人が町内に居住

近所の人など、人が温かい・優しい

通勤・通学など交通環境が便利

自分や家族の勤め先が町内にある

公園などの環境に恵まれている

その他

無回答

内容 類似回答数

家を建てた・買ったから 8

引越ししたくないから 3

安全に暮らせるから 1

知り合いが多いから 1

子どもの希望 1

生活に必要なものが集約されているから 1
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 ◇問 42 で「思わない」と答えた方のみ 

 （3）42-2 住み続けたくない理由を教えてください。（ｎ＝23 MA） 

   「買い物や遊びに不便」が 69.6％で最も多く、次いで「通勤・通学など交通環境が不便」「自分や家族の

勤め先が町外にある」が 34.8％と続いています。 

 
 〈その他の回答〉 

  

 

  

69.6%

34.8%

34.8%

30.4%

30.4%

30.4%

30.4%

21.7%

13.0%

0.0%

8.7%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

買い物や遊びに不便

通勤・通学など交通環境が不便

自分や家族の勤め先が町外にある

両親、親戚、親しい人が町外に居住

職場が少なく、働き口が見つからない

まちに活気や魅力が感じられない

近所づきあいがわずらわしい

家賃や住宅面積など、住宅事情が良くない

子育てをする環境が良くない

自然が少なく、環境が良くない

その他

無回答

内容 類似回答数

長期休暇中わきっこの開園時間が遅く、閉園時間が早い 1

ボールを使える所が少なすぎる 1

行政の対応に不満がある 1

DV被害者の相談先がない 1
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  （4）問 43 自分の子どもにも和木町に将来住まわせたいと思いますか。（ｎ＝259 SA） 

   「わからない」が 57.5％で最も多く、次いで「思わない」が 22.8％、「思う」が 17.4％と続いていま

す。 

 

 ◇問 43 で「思う」と答えた方のみ 

 （5）問 43-1 住まわせたいと思う理由を教えてください。（ｎ＝45 MA） 

   「自分も将来町内に住み続ける（予定）ため」が 60.0％で最も多く、次いで「親戚や親しい人が町内に

居住」が 40.0％、「交通や買い物など生活が便利だから」が 15.6％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  
 

 ◇問 43 で「思わない」と答えた方のみ 

 （6）問 43-2 住まわせたくない理由を教えてください。（ｎ＝59 MA） 

   「就職先や進学先が少ない」が 66.1％で最も多く、次いで「交通や買い物など生活が不便だから」が 47.5％、   

「自分が将来町内に住み続けるかは不明」が 39.0％と続いています。 

    

17.4%

22.8%
57.5%

2.3%

思う

思わない

わからない

無回答

★

60.0%

40.0%

15.6%

11.1%

2.2%

13.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自分も将来町内に住み続ける（予定）ため

親戚や親しい人が町内に居住

交通や買い物など生活が便利だから

公園などの環境に恵まれている

就職先や進学先が近くにある

その他

無回答

内容 類似回答数

住みやすい 2

徒歩圏内に必要な施設が集約されている 1

66.1%

47.5%

39.0%

11.9%

8.5%

25.4%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80%

就職先や進学先が少ない

交通や買い物など生活が不便だから

自分が将来町内に住み続けるかは不明

親戚や親しい人が町外に居住

自然が少なく、環境が良くない

その他

無回答
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〈その他の回答〉 

  

  

 （7）問 44 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効だと思いますか。（ｎ＝259 MA） 

   「子育てしやすい居住・まちの環境面での充実」が 51.4％で最も多く、次いで「子どもの教育環境の整

備」が 46.7％、「子どもが犯罪や事故に巻き込まれないための措置」が 44.4％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

内容 類似回答数

行政に不満・信頼がない、支援が少ないから 6

子どもに決めてほしいから 3

違う環境での生活も経験してほしい 3

人間関係が大変だから 2

51.4%

46.7%

44.4%

44.0%

39.0%

37.5%

29.7%

29.7%

17.8%

12.0%

10.8%

1.9%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てしやすい居住・

まちの環境面での充実

子どもの教育環境の整備

子どもが犯罪や事故に

巻き込まれないための措置

仕事と家庭生活の両立

保育サービスの充実

地域における子育て支援の充実

地域における子どもの

活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

子育て支援のネットワーク

母親・乳児の健康に対する支援

要保護児童に対する支援

その他

無回答

内容 類似回答数

ファミリーサポートや病児保育等の充実 1

小学高学年もみんなが楽しく遊べる場所作り 1

子育て世帯への補助金 1

病院数の充実 1
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 （8）問 45 子育てをする中で、必要度の高い支援はどのようなものですか。（ｎ＝259 MA） 

   「認定こども園、放課後児童クラブの充実」が 52.5％で最も多く、次いで「子どもが病気の際に預ける

ことができる病児保育の充実」が 45.6％、「病気や障がいのことなどについて専門的な支援が受けられるこ

と」が 24.3％と続いています。 

 

 〈その他の回答〉 

  

  

52.5%

45.6%

24.3%

23.2%

21.2%

15.4%

15.4%

14.3%

8.9%

3.5%

4.2%

0% 20% 40% 60%

認定こども園、放課後児童クラブの充実

子どもが病気の際に預けることが

できる病児保育の充実

病気や障がいのことなどについて

専門的な支援が受けられること

子どものことや生活のことなどの

悩みを相談できること

就職のための支援が受けられること

同じような悩みを持った人同士で知り合えること

離婚や養育費のことなどについて

専門的な支援が受けられること

住宅を探す等の支援が受けられること

特になし

その他

無回答

内容 類似回答数

スポーツ、芸術面等全国大会に出場する際の旅費等の補助 1

休日に子どもが預けられる場所 1

教育・養育への経済的支援 1

2人以下の子どもがいる家庭にも公平な経済的支援 1

就学時の支援 1
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 （9）問 46 和木町が取り組んでいる以下の項目について、最近 5 年間で「よくなったと思う」項目と、「今

後も特に重要だと思う」項目について教えてください。 

  ①よくなったと思うもの（ｎ＝259 MA） 

   「無回答」が 47.9％で最も多く、次いで「保育サービスの充実」が 23.6％、「子どもの健やかな成長へ

の支援」が 17.4％と続いています。 

   

47.9%

6.2%

6.6%

6.9%

8.1%

8.9%

8.9%

9.3%

9.3%

9.3%

9.7%

10.0%

11.2%

11.2%

11.2%

14.3%

14.7%

15.8%

16.6%

17.0%

17.4%

23.6%

0% 20% 40% 60%

無回答

次代の親の育成

虐待被害にあった子どもの保護の推進

児童虐待防止対策の推進

母子家庭等の自立支援の推進

犯罪、いじめ等により被害を

受けた子どもの支援

多様な働き方に対応した子育て支援の展開

子どもを犯罪等の被害から

守るための活動の推進

就労と子育ての両立を支える支援

子どもの健やかな育成を支える対個人給付・

サービスの実施

子どもや母親の健康の確保

相談支援窓口の充実

家庭での保育を対象とした支援

安心して遊び、生活できる環境づくり

すべての子どもの健やかな育成の

基盤となる地域の取組の推進

子どもを交通事故から守る

ための交通安全教育の推進

就学児童の居場所づくり

子どもの生きる力の育成

に向けた教育環境の整備

幼児教育の充実

安全・安心な道路交通環境の整備

子どもの健やかな成長への支援

保育サービスの充実
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  ②今後も特に重要だと思うもの（ｎ＝259 MA（5 つまで）） 

   「安心して遊び、生活できる環境づくり」が 36.3％で最も多く、次いで「就学児童の居場所づくり」が   

30.1％、「安全・安心な道路交通環境の整備」が 27.0％と続いています。 

   

36.3%

30.1%

27.0%

24.3%

24.3%

22.4%

22.0%

21.2%

20.5%

17.4%

17.0%

15.8%

15.8%

14.7%

10.8%

10.4%

7.3%

7.3%

4.2%

3.5%

2.7%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

安心して遊び、生活できる環境づくり

就学児童の居場所づくり

安全・安心な道路交通環境の整備

保育サービスの充実

子どもの生きる力の育成に

向けた教育環境の整備

就労と子育ての両立を支える支援

子どもの健やかな成長への支援

子どもを犯罪等の被害から

守るための活動の推進

犯罪、いじめ等により被害を

受けた子どもの支援

多様な働き方に対応した子育て支援の展開

幼児教育の充実

家庭での保育を対象とした支援

子どもの健やかな育成を支える対個人給付・

サービスの実施

子どもを交通事故から守るための

交通安全教育の推進

子どもや母親の健康の確保

すべての子どもの健やかな育成の

基盤となる地域の取組の推進

次代の親の育成

母子家庭等の自立支援の推進

相談支援窓口の充実

虐待被害にあった子どもの保護の推進

児童虐待防止対策の推進

無回答
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 （10）問 47 最後に、和木町でどのような子育てができるようになると良いと思いますか。あなたが子育て 

    をされている中で、和木町が行っている施策で役に立ったこと・良かったことと感じていることや改善 

    または充実してほしいと感じることについて、ご意見がございましたらご自由にご記入ください。 

  ①公園・遊び場について 

  ・公園（ボールの使える）の充実。 

  ・ボール遊びができる公園が少なすぎる。 

  ・ボールを使って遊べる広々とのびのびと遊べる場所がほしい。 

  ・下水道公園の古い遊具を撤去してもらえたのは良かったが、同サイズの遊具を増やしてほしい。雨の日も

外では遊べず、子どもが小さい頃は町外に連れて行っていたので、いつでも（土日）遊べる室内広場があ

ると助かる。小学生、中学生はダメ等せず兄弟も入れると良い。 

  ・近所に子どもの遊ぶ場所がない。外で遊んでいる子どももいない。 

  ・公園や遊具が少なく、ボールの使用が出来ない場所も多いので体を思い切り使って遊べないのが困る。 

  ・ボール遊びが出来る所が無さすぎて、年寄りだけを大切に思っている町だと感じる。 

  ・子ども達だけでも安心して集まり、遊べる場所、機会が増えれば良いと思う。その様な場所の一角に保護 

者が談笑出来るスペースがあるとより良いと思う。 

  ・公園遊具は取り壊したなら、新しい遊具を必ず追加してほしい。公園を増やして子どもの遊ぶ場を提供し 

てほしい。 

  ・子どもが近所から苦情を受けることなく自由に遊べる空間がほしい。 

  ・子どもが歩いて行ける公園がない（旧幼稚園しかない）。蜂ヶ峯まで行って遊ぶ事は殆どない。（町民は無

料にしてほしい） 

  ・ボール遊び禁止や遊具が少ない等、近所で過ごせないので、他の町の公園に行くことが多くなる。 

  ・小学生・中学生にとって思いきり遊ぶ場所が少ない。蜂ヶ峯総合公園は綺麗になり、イベントも多いとこ 

ろは良いが、遊具が小さい子向けで、以前の遊具の方が良かったという声をよく聞く。また、蜂ヶ峯は車 

やバスに乗らないと子どもだけで遊びに行くのも難しい為、ボール遊びができる場所は近くにほしい。公 

園で出来ないから家の前でボール遊びをするので逆に危険。 

  ・友達と遊びに行こうと思っても、場所がない。近所に小さい公園があるが、遊んでいる子どもを殆ど見な 

い。 

  ②子育てしやすい環境づくりなど 

  ・お弁当の日が岩国市と比べ多すぎる。共働きの親の負担、栄養面も考え、減らしてほしい。 

  ・バスの時間（便）19 時台がなくなったので、バスの時間を復活してほしい。子ども達が高校など部活を

自由に取り組められるように交通の不便な所を見直して頂きたい。 

  ・関ヶ浜は道が危ないので子ども 1 人で帰す事に不安がある。低学年は迎えに行っている状況なので、対策 

を考えてほしい。 

  ・フルタイムで働いていた頃、施設への入所待ち等がないのは良かった。ただ、近隣に親族等が居住してい 

ることが前提のルール等が不便だった。夫が激務で 1 人で乳児の世話をしていた頃欲しかったものは、フ 

ァミリーサポートとネットスーパー。広島市から引っ越してきて、本当に不便だった。 

  ・安心安全に子ども達が遊べる環境や、地域のイベントやバスを利用してみる等の社会経験が豊富に出来る 

と嬉しい。 

  ・小さいお子さんを持つ親は子育てしやすい環境だと感じる。 

  ・スクールガードさんのおかげで安全に通えている。 
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  ・小学校高学年からわきっこへ預けにくい。料金も高い。週 2 日（月・水）は下校時間も早く留守番させる 

  のが心配。下校時間が早い日だけでも預けられるようにしてほしい。 

  ・行事がない時のお弁当の日をなくしてほしい。12 月は給食がない日が多いにも関わらず、お弁当の日も

ある。和木町は、昔から給食費が無料で有名だが、今は岩国市に比べて、お弁当の日やおにぎり弁当の日

等月一回以上あり、家庭への負担が大きい。お弁当の日も牛乳を出すなど、子どもの栄養を考えた事はで

きないか。おにぎり弁当も幼稚園から中学校まで続くので年 1 回ぐらいでよいのではないか。 

  ・子育てに関して平等にしてほしい。例えば中 3 対象のホームステイ。同じ町内在住しているにも関わら

ず、和木中学校の生徒しか対象にならないのが不満。町外中学校の生徒も対象にしてほしい。 

  ・子どもが不登校ぎみなので相談できる場所や預かってもらえる場所があると良い。 

  ・登校時、関ヶ浜は車がすぐ近くを通る為とても不安。ガードレールを作る、スクールバスの導入等、町の

方からもっと子どもの安全に対して積極的に何か考えて行動をおこしてほしい。安全面で何をしてくれて

るのかまったく分からない。 

  ・悲しい事件が起こらない、巻き込まれない安心で安全な環境の子育てが良い。 

  ・中学生のテスト週間に合わせてする勉強週間や憩いの日等、現代の子たちは習い事や親が働いている為、

家に帰ってからの時間が少なく熟すのが大変。 

  ③小学校教育について 

  ・バス通学希望。 

  ・子どもたちの健康の土台である食”に力を入れて頂きたい。オーガニック（有機）給食が実現すると、と

ても魅力的な町になると思う。机上の学びだけでなく、体験学習を多く取り入れてより子どもたちが生き

る力を育むことができるよう教育して頂きたい。 

  ・子どもの通学の見守りの強化。安心して通学できるように冬場の街灯を増やしてほしい。 

  ・こども園なら夏祭りの時等に地域の方のブースを作る等、小学校なら運動会の時等親子で行事に参加する

ときに地域の方との交流が出来たら良いと思う。 

  ④子育て支援サービス 

  ・はっちーずで色々と相談できるのは良い!ストレスが軽減できた。 

  ・わきあいキッズ（子どもの居場所、勉強の機会、自然を学ぶ機会）、各種イベント（お祭りや蜂ヶ峯でのイ

ベント）、スキー、スケート等の催し、文化会館でのコンサートや劇など、防災について校外での避難経路

を親子で学びたい。 

  ・もう少し子どもを産む時や子育てする時に支援金などが充実されると良いと思う。 

  ・中学を卒業するまで給食費や医療費が無料なのは助かる。 

  ・医療費が高校生まで無料になったのは、良かった。給食費無料も良い。 

・子どもの年齢が離れている為、充分にサービスを受けられなかった。 

・学童の預り時間を見直してもらわないと仕事の対応ができず、周囲に迷惑をかけている。少しでいいので

勉強の支援をしてくれると有難い。 

  ・給食費や医療費が無料であることがとても有難いと思う。ただ最近は近隣の市でも同様の施策が行われて

おり、どうしても和木町に住みたいという気持ちにはならない。今後も和木町に住みたい、和木のこども

園や学校に通いたいと思える施策があれば良い。 

・自宅で保育しているので、支援センターは同じ年齢の子どもとふれ合いができ、ママ達も交流できている

のでよく利用している。 

  ・放課後の「わきあいキッズ」なども色々な内容が増えると子どもの居場所にもなるので良いと思う。 
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・買い物はほぼ町外。ファミリー・サポート・センターがない点も不満。習い事の送迎があるので、フル

タイムで働くことは不可能である。 

  ・子どもには、同じコミュニティだけでなく、年代の違う人との関り合いが必要と思うため、わきあいキッ

ズの取組みは非常にいいと思う。今後も和木学園の中で世代を超えた色々な取組み、体験があることを期

待している。 

・高校生の不登校に対する相談窓口の対応が冷たく、義務教育じゃないので知らないと言われた。DV 虐待

に対しても対応する窓口もなく、TEL をしてもたらい回し、保護シェルターも何もない。大学生の奨学金

においてもお金が無いから貸して欲しいのに、ずっと和木町に住んでいるのに保証人がいないとダメ等、

融通も効かないし、何の優しさもないと思った。小さい子どもだけでなく、少し大きくなった子どもの事

も考えて欲しい。 

・現在、8 歳（男）と 5 歳（男）の子育てをしている。次男を妊娠中、近くに頼れる両親や知人もおらず、

本当に大変だった。自分の妊婦検診に行くのに、当時 2 歳の長男を同行させるのが難しく（イヤイヤ期が

激しく）誰か見ててくれたらな…と思っていた。買い物も長男がいるから行けず、休める時が無かった。

何かあったら、気軽に頼れる親のようなサポートがあったら、良いと思う。 

  ・今以上にお金がかからないと有難い。入学等まとまったお金が必要なときに助成があるといいと思う（制

服代など）。特に高校生に対しても定期代や給食がなくなる分、給付金を所得制限なしでしてほしい。子ど

もの人数が多ければ多いほど税金が安くなる給付金がある等あると良いと思う。 

  ・最近の子どもは、友達と遊んでも、皆でゲームしたりと体を動かす機会が少なくなったように思う。町企

画のイベントで体を思いっ切り動かせるイベント（体操教室やスケート教室、チャンバラ合戦等）、都合の

良いものは積極的に参加させて頂き、子どもも子どもの笑顔を見る大人もとても楽しませてもらった。こ

のような機会が定期的にあると有難いなと思う。 

  ・子育て世帯にもっと給付金を配ってほしい。高齢者ばかりで子育て世帯への補助が疎かである。 

  ・私が知らないだけかもしれないが、施策と言っても実際にどんな事をしているのかがよく分からない。私

自身は、和木町は住みやすいと思うが、子どもたちがのびのびと生活が出来るようになればいいなと思う。 

  ・地域の方と子どもの交流の機会が増えてほしい。地域の方と子どもの交流でお互いの顔を覚える事で防犯

や困った時に助けを呼べたり等がうまれると思う。町で子どもを育てるような雰囲気があればいいなと思

う。 

・中学生の子が不登校になった時に周辺でフリースクールを探してみたが無かった。そのかわりに中学校の

中にスマイル教室があり助かった。外部のフリースクールに通わせるよりも、学校内にあり家からも近い

のでスマイル教室の存在は大変良いと思う。 

  ・放課後（わきっこ）の預かり時間を見直してほしい。土曜日が 8 時～17 時までだと仕事を遅刻した上に

早退しなければならない。長期休みだと 8 時からしか預かっていただけないので毎日仕事を遅刻しなけ

ればいけないので仕事に行きづらい。子どもだけでわきっこへ行くのを許可して頂く等改善してほしい。   

・保健センターの方々の活動がとても役に立ち勉強になった。（沐浴の練習・健診時のアドバイス・家庭訪問

等）保育所のときのお帳面で先生に毎日励まされた。大変心強く思った。わきっこの先生たちが親しみや

すくルールなど教えて頂き、有難い存在だった。 

・就学前が子育て支援の中心かもしれないが、小学校高学年～中学生たちの居場所作りも取り組んでほしい。 

・和木町は、学校、町の連携が取れており、子育てしやすいと感じている。和木出身で、実家もある方は良

いが実家が遠く、頼る所がない家庭もあるので、ファミリー・サポート・センターや病児保育等は、共働

き家庭があたり前の時代ですので、必須だと思う。議会でも、取り上げられる事もありますが、進展がな

いのが残念。  
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  ・旧幼稚園にトイレや手洗い場をつけてほしい。放課後教室が子ども自身気に入っており楽しく通えている。 

  ・子どもも大人も楽しめるようなイベントを色々と企画しているので、長く続けてもらいたい。 

  ⑤その他 

・12 月 10 日の「和木町町制 50 周年記念事業”第九を歌おう”」が素晴らしかった。子どもが音楽にふ

れる機会であった。特に、第九のオペラのゲストの方々が圧巻だった。毎月、あの様な芸術作品を鑑賞し

たい。来年も楽しみにしている。 

・アンケートが多く、この度何冊も記入した。Web での回答が出来る等、ペーパーレスだと、時代に合うと

思う。小学校の学校評価アンケートが Webだったので、それに合わせるといいと思う。 

・このアンケートが意味のあるものになることを願う。 

・近くにないので、バッティングセンター等を作ってほしい。 

・プレミアム商品券を買えるのは有難いが、使える場所が少なすぎる。ウォンツ等でオムツ等を買いたいが、

買えない。 

・町内に、学用品を買えるお店があれば助かる。もっとドラッグストア等のお店が増えたら便利になる。 

・わきあいフェスティバルが復活して良かった。 

・道路がきれいになってるので有難い。 

・去年からある 5,000 円で 1 万円の商品券が買えるサービスは助かるので続けてほしい。 

・各種検定が 1 回無料で受けられるので良い。 

・夏休み文化会館でのイベントや、夏の盆おどり、わき愛あいフェスティバルや、スケートや、ボード教室

などまたやってほしい。 

・古く狭い歩道が多い。瀬田や関ヶ浜は大型トラックの住来で安全面が不安な場所がある。 

・街灯や信号機を設置してほしい場所もあるので検討してほしい。 

・今年の夏に出産をしたが、産前産後で保健相談センターさんから時々連絡を入れてもらったりと大変助か

った。 

・図書館に集中できる自習室（月～日まで使用できる）を作ってほしい。（大竹図書館の自習室が理想）現在

ある自習室は寒くて人の出入りがある場所で集中しにくい。 

・子どもが保育所に行くまでの間、週 1～2 回保育所にて遊びの時間に行ったことを思い出す。育休 1 年

間、色々と町内のイベントに参加したのは良い思い出。 

・自然豊かな和木町なので、もっと子どもたちに自然体験等、色々な経験をさせてあげてほしい。コロナの

影響もあったかもしれませんが、やめてしまっていることが多いと感じる。 

・子ども向けのイベントが多くなっていいと思う。 

・施策かどうか分からないが、和木町図書館が私たちは大変役に立っている。特に、そこで働いておられる

方々に、「こんな事で悩んでいる」「子どもが知りたがっている」と相談するとおススメの絵本や図鑑等を

探してくれる。おかげで子どもも本が身近になり、生活の一部になっている。図書館のスタッフの方々の

温かさと沢山の綺麗な本と入りやすい図書館が大好き。 

・地域のイベントによく親子で参加している。色々な年代の方とコミュニケーションが取れて、子ども達に

も色々経験させてあげられるので、とても良い環境だと思う。和木町ではないお住いの方からも、和木町

すごく良いね！とよく聞く。 

・我が家は共働きなので、町内に病児保育などの施設があれば嬉しい。 

・和木町内の土地やアパートの家賃が高すぎる。岩国市も充実してきているので和木町内にいる必要がなく

なった。 

・通学路に面しているわが家のブロック塀、点検必要なら工事するので補助してほしい。  
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  ⑥アンケート欄外記載 

  ・問 30 年間通して定期的にある交流機会が望ましい。 

  ・問 33 公園で遊んでいるとうるさいと注意されることがあるので遊びにくい。 

 


